＜移民政策学会　報告申込用紙＞
　自由報告を申し込まれる会員は、この用紙に必要事項を記入のうえ、抄録原稿のファイルを
添えて企画委員会あてにE-mailにてお送りください。
タイトル：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
発表者氏名：　　　　　　　　　　　　　所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
タイトル（英文）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
発表者氏名（英文）：　　　　　　　　　　　　　所属（英文）：　　　　　　　　　　　
住所：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
FAX：　　　　　　　　　TEL：　　　　　　　　　＊連絡可能時間帯：　　　　時頃～　　　　時頃
(  ) 学会入会済み　または　
(  ) 入会手続き中で締切日までに会費納入予定（どちらかにチェック）
1.報告資格について
報告者は、申込締切日現在、本学会の会員であり、年会費を完納していること。

2. 発表時間の目安（部会での報告者数に応じて変わります）
報告者2組の場合･･･35分（報告30分、質疑応答5分）残りは全体での討論
報告者3組の場合･･･30分（報告25分、質疑応答5分）残りは全体での討論
報告者4組の場合･･･25分（報告20分、質疑応答5分）残りは全体での討論
報告者5組の場合･･･20分（報告15分、質疑応答5分）残りは全体での討論
3. 報告申込方法
自由報告を申し込まれる会員（連名発表の場合はその代表者）は、この申込用紙に必要事項を記入のうえ、企画委員会あてにE-mailにてお送りください。（申込用紙は、移民政策学会ホームページ：http://www.iminseisaku.org/top/からダウンロードすることが可能です。）発表申込受付後は正当な理由なく発表の変更および取消は出来ませんので、ご留意ください。
4. 報告申込と抄録原稿の締切
自由報告申込者は学会員を前提としていますので、会費を期日内にお振込ください。振込が確認できない場合及び抄録原稿を提出されない場合は、発表できませんのでご注意ください。

5．抄録原稿の記述要領 

抄録原稿は、１報告あたり、A4×2ページ（2800字～3200字）となっています。
報告タイトル・発表者（所属）・キーワードを最初にお書きください。
報告タイトルと発表者（所属）は、英文表記も、あわせてお書き下さい。
キーワードと本文の間は、1行空けてください。
参考文献は、著者・出版年・著書のタイトル・出版社　　または
著者・出版年・論文のタイトル・雑誌名・巻・号の順で記入してください。
引用文献は、（斉藤、2008）の形で記述してください。
＜送付先＞
移民政策学会　企画委員会  E-mail：kikaku@iminseisaku.org　
申込締切：２０１5年１月30日（金）＜必着＞
